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 ほぼ順調に計画を推進して来た。 １．研究計画の概要 
当初計画したこと以上の進展は、  本研究は、25 年以上継続されている名古屋

大学八雲町コホート研究に一端を担うもの
で、 

①心理社会的個人特性と中高年者の高次脳
機能との関連の検討 
②前頭葉機能との関連が深い中高年者の尿
漏れと認知機能との関連の検討 

①中高齢者の高次脳機能について、その評価
法の開発と、 

③耳鼻科班が途中から加わったことで、連携
が可能となり、嗅覚と前頭葉機能との検討が
可能となったこと、などがあげられる 

②評価法の脳画像を使用した妥当性の検証 
③発達特性の検討、 
④骨・筋運動系機能との関連、 

 ただ、中高年者の集団検診時における高次
脳機能検査法の妥当性の検証が、NIRS 以外
の脳画像研究法で検討出来ていないことが
完璧な進捗ではない点としてあげられよう。 

⑤生活習慣との関連の検討 
を検討するのが目的である。 
 
２．研究の進捗状況 

  ほぼ順調に研究は進捗している。これまで
に 3年間にわたり北海道八雲町での住民検診
時に高次脳機能を測定し、併せて収集してい
るさまざまな生活習慣、心理社会的特性の測
定などを実施して来ている。 

４．今後の研究の推進方策 
 本研究の最終的な目的は、 
① 中高年者の高次脳機能の特性の発達的変

化の様相を描くことの他に、 
 以前にも同様の研究計画(先の基盤研究
（A）)で進めて来たので、今年までに 8 年間
の縦断的な資料の収集が蓄積されて来た。整
形外科班の検診資料や耳鼻科班の測定資料
との突き合わせが開始できており、中高年者
の高次脳機能と生活習慣、個人の心理社会的
特性、運動機能や運動関連習慣、嗅覚と認知
の関連、尿漏れと前頭葉機能との関連など、
世界的な水準からも新しい神経心理学的研
究成果を発表してきたし、今後もそのことは
可能と考えている。なお、高次脳機能の特性
評価指標とその妥当性や信頼性の検討は
NIRS（光トポグラフィ）では実施し、国際
学会や国際雑誌に成果を公刊した。 

② ②個人のレベルでどのような心理社会的
特性の中年が高齢期にどのような高次機
能を有するかの予測を行うことである。 

 より具体的に言えば、 
③ どのような人が、どのような生活をして

いると、どの時期に高次脳機能を著しく低
下させるかの予測と、 

④ 高次脳機能低下を鈍化させるための処方
箋の作成である。 

 そのためには 22 年度を含めて今後 6 年間
縦断的な測定を行うことで、15 年間の縦断的
な高次脳機能測定資料が得られる。60 歳が初
診の人は 75 歳、70 歳が初診の人は 85 歳とな
る訳で、高次脳機能障害が顕在することが予
測でき、所期の目的を達成することが可能と
なる。 

 
３．現在までの達成度 



 このような長期にわたる縦断的な中高年
者の高次脳機能の測定は国際的にも希有で
あること、整形外科学、耳鼻科学などを含む
総合的な医学的住民検診は皆無と行ってよ
く、是が非でも研究の継続をせねばならない
と考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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 唐沢かおり・八田武志（編著）幸せな高齢
者としての生活 ナカニシヤ出版 2009. 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0 件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 

番号： 
出願年月日： 
国内外の別： 
 
 
 
 
 
 
 
○取得状況（計 0件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別： 
 
 
〔その他〕 


